
講

富

永
沼

田

勇
次
郎

惣

佐
々
木

大

ロ

和

夫孔

川 矢

崎

隆

平

沢

貞

則

大

左
記
戦
時
學
徒
自
戒
五
條
ハ
都
下
大
學
高
等
専
門
學
校
學
生
生
徒
主
事
ノ
申

合
事
項
二
有
之
、
今
般
文
部
省
数
學
局
長
官
ノ
通
牒
二
基
キ
全
國
大
學
高
等

専
門
學
校
ハ
歩
調
ヲ
―
ニ
シ
テ
質
践
ス
ル
コ
ト
ト
相
成
リ
タ
ル
ニ
付
、
本
校

生
徒
一
般
ハ
克
ク
ソ
ノ
趣
旨
ヲ
腔
シ
各
自
風
尚
生
活
ノ
刷
新
ヲ
闘
リ
以
テ
現

石

沢

正

男

橋

塚江本

蒔

田

宗

次

本

多

運雄統利

五腸時

鈴

JI I JI I 

信

嘱

託

⑨

「

戦
時
学
徒
自
戒
」

昭
和
十
七
年
三
月
、
本
校
は
左
記
の
文
書
を
生
徒

一
般
に
配
布
し
た
。

白

新篤捷恒悟
ー五
郎郎 三 郎

山

小

塚木

矢

幸消
一
郎 雄

正 岡
田

滝平

岸代 川

長

七

井

小

場

秦

沢村

ロ

士—
ロ

藤

佐
市
郎

惹

玉

小
二
郎

⑧

図
画
師
範
科
の
制
度
改
革

昭
和
十
七
年
五
月
、
本
校
規
則
の
一
部
を
改
正
し
、
図
画
師
範
科
を
師
範
科

と
改
称
、
修
業
年
限
三
年
を
四
年
に
延
長
し
て
従
前
の
学
科
に
「
公
民
科
」

「
形
体
学
」
「
色
彩
学
」
「
工
学
」

「
国
語
お
よ
び
漠
文
」
を
加
え
た
。
こ
こ
に
昭

和
七
年
、
正
木
校
長
時
代
以
来
の
懸
案
が
解
決
を
見
た
。

田

精

――

三
之
助策

良

遠吉

田

大

沢

中

村

五伝
十
ノ＼ 治

屈

杉

田

矢

幸

師

田

崎辺

学

浜校

野

太

吉

斎

医

鈴

藤木

春

子
ゆ
き
江

生
徒
主
事
補

高

橋

配

属

将

校

今

関

盈

謙

原

田

小稲

池垣

佐
々
木

細

野
大

野

炭

橋

吉

雄

石豊

田

白

石

明ー

蔵子郎

新

田

口

畠

山

政

久

下

村野谷

英

大

峡

好孝 謹 啓朝規秀
次十一矩
次郎郎郎男 栄

片

山

浦瀬

双

時観広

加

藤

義

関

野

克

鬼
頭
太

箇川

崎合

消

謙

斎
慎

二

太
馬
雄

盈
太
郎

岩
太
郎

武

田

山

脇

洋

佐
々
木

総

一
郎寿蔵

米
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情
操

脱
ス
ル
ガ
如
キ
或
ハ
社
稜
ノ
興
亡
ヲ
モ
顧
ミ
ズ
所
謂
學
ノ
為
メ
ノ

記戦
時
學
徒
自
戒
五
條

一
、
學
業
研
鑽
二
精
勘
｀
ン
國
家
ノ
負
荷
二
應
フ
ベ
シ

二
、
質
宜
剛
健
ノ
風
ヲ
蓑
ヒ
氣
節
ヲ
尚
プ
ベ
シ

三
、
規
律
節
制
ヲ
重
ン
ジ
證
義
ヲ
正
、
ン
ク
ス
ペ
シ

四
、
感
謝
奉
公
ノ
念
ヲ
持
、
ン
進
ン
デ
勤
傍
二
服
ス
ベ
シ

五
、
保
健
掘
生
二
留
意
、
ン
勉
メ
テ
身
体
ノ
錬
磨
二
動
ム
ペ
シ

右
ノ
條
々
常
二
陸
海
空
二
奮
戦
力
岡
ス
ル
賂
兵
ヲ
思
ヒ
率
先
射
行
以
テ
之
ヲ

貫
ク
ベ
シ
。桁

述

一
、
學
業
ノ
研
鑽
二
精
勘
｀
ン
以
テ
國
恩
二
報
ズ
ル
ハ
學
徒
ノ
本
分
ナ
リ
寸

時
卜
雖
モ
勉
學
ノ
コ
ト
麿
ス
ベ
カ
ラ
ズ
否
索
す
口
研
學
自
修
克
ク
學
徒
数

蓑
ノ
水
準
ヲ
高
メ
以
テ
大
東
亜
文
化
ノ
建
設
二
邁
進
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

特
二
戦
時
下
二
於
テ
ハ
各
自
専
門
ノ
分
野
二
於
テ
研
鑽
コ
レ
勉
メ
賂
来
ノ

基
礎
ヲ
確
立
ス
ベ
ク
如
何
ナ
ル
方
面
ヲ
専
攻
ス
ト
モ
常
二

心
ヲ
國
家
ノ
上

ー
一
致
、
ン
ソ
ノ
負
荷
ノ
大
任
ヲ
全
ウ
ス
ペ
シ
。

東
京
美
術
學
校

例
ヘ
バ
一
時
ノ
興
奮
二
謳
ラ
レ
徒
ラ
ニ
呼
琥
叱
陀
シ
テ
ソ
ノ
本
分
ヲ
逸

學
二
終
始
シ
テ
得
ク
ル
ガ
如
キ
ハ
断
ジ
テ
學
徒
ク
ル
者
ノ
取
ル
ベ

キ
態
度
ニ
ア
ラ
ズ

二
、
従
来
ノ
學
生
生
活
ニ
ハ
此
際
断
乎
一
新
ス
ベ
キ
モ
ノ
彫
カ
ラ
ズ

下
軍
図
ノ
要
請
二
應
フ
ベ
シ
。

昭
和
十
七
年
三
月

父
母
ノ
慈
愛
ヲ
思
ヒ
學
徒
ク
ル
者
ハ
殊
二
節
約
ヲ
旨
ト
シ
物
資
ヲ
愛
護
シ

陶
冶
等
二
名
ヲ
藉
リ
徒
二
桑
弱
虚
飾
二
走
ル
ガ
如
キ
盆
敬
二
之
ヲ
戒
メ
大

〔
マ
マ
〕

東
亜
健
設
ノ
前
途
甚
ダ
遠
ク
任
重
キ
ヲ
思
ヒ
常
二
質
宜
剛
健
ヲ
旨
ト
シ
困

苦
鋏
乏
二
堪
へ
節
義
ヲ
重
ン
ジ
氣
塊
ヲ
尚
プ
ハ
殊
二
惹
ヲ
用
フ
ベ
キ
所
ナ

リ
例
ヘ
バ
學
徒
ク
ル
モ
ノ
ハ
凡
テ
生
活
ヲ
簡
素
ニ
シ

服
飾
ヲ
麿
シ

飲
食
ノ
贅
ヲ
戒
メ

短
髪
寂
乎

寒
中
卜
雖
モ
襟
巻
、
手
袋
等
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
用
ヒ
ズ
、
進

‘`、テ

ハ
外
套
ヲ
去
リ
耐
寒
訓
練
二
嘗
ル
ノ
氣
概
ア
ル
ベ
シ

三
、
學
徒
ノ
態
度
ハ
須
ク
端
正
ニ
シ
テ
堂
々
タ
ル
ヲ
要
ス
軍
事
数
練
ノ
成

果
モ
之
ヲ
日
常
生
活
ノ
中
二
具
現
・
ン
規
律
整
然
タ
ル
動
作
ヲ
以
テ
事
ヲ
慮

理
、
こ
叉
師
長
二
到
ス
ル
麓
俵
ハ
必
ズ
之
ヲ
厳
守
ス
ペ
シ
。

例
ヘ
バ
従
末
緩
漫
ニ
シ
テ
節
度
ナ
キ
風
ヲ
以
テ
却
ッ
テ
餘
裕
ア
ル
態
度

ト
ナ
シ
ク
ル
ガ
如
キ
弊
ヲ
打
破
、
ソ

時
間
ヲ
勘
行
シ

服
装
ヲ
端
正
ニ
シ

交
通
道
徳
ヲ
厳
守
、
ソ

師
弟
ノ
膿
ハ
厳
卜
、
ン
テ
守
リ
衷
心
敬
愛
ノ
念

二
燃
ュ
ル
ヲ
要

ス
、
殊
二
戦
時
下
ノ
数
練
二
於
テ
ハ
賂
束
皇
軍
ノ
幹
郡
ト
シ
テ

ノ
重
責
ヲ
深
ク
省
ミ
軍
事
能
カ
ノ
養
成
二
努
ム
ベ
シ

四
、
古
今
未
曾
有
ノ
大
戦
ノ
下
ニ
ア
リ
テ
尚
學
業
二
励
ミ
得
ル
國
恩
ヲ
仰
ギ

又
生
産
二
従
事
ス
ル
人
々
二
到
シ
テ
モ
衷
心
感
謝
ノ
慈
ヲ
表
ス
ル
ト
共
ニ
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殊
二
結
核
等
ノ
他
染
性
疾
患
二
冒
サ
レ
ク
ル
際
ハ
数
投
ァ
ル
躯

規
律
ア
ル
生
活
ヲ
ナ
シ

日
常
衛
生
ヲ
重
ン
ジ

た
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。

891 弟2節

身
邊
ヲ
消
涙
ニ
シ

精
誹
的
要
素
ヲ
重
視
、
ソ

早
起
早
寝
ヲ
励
行
、
ン

酒
草
煙
ヲ
排
除
、
ン

技
等
ヲ
盛
ニ
シ
箪
ナ
ル
娯
架
的
競
技
二
堕
ス
ル
コ
ト
ナ
ク

が
出
来
る
と
改
め
ら
れ
た
。

五
、
學
徒
ノ
体
位
向
上
ハ
大
東
亜
建
設
ノ
根
基
タ
リ

思
ヒ
ヲ
此
二
致
シ
自
ラ
進
ソ
デ
甜
極
的
ナ
ル
身
心
ノ
鍛
錬
ニ
カ
ヲ
用
ヒ
退

シ
キ
憫
カ
ト
明
朗
濶
逹
ナ
ル
精
神
ト
ヲ
涵
投
シ
卒
業
後
直
チ
ニ
如
何
ナ
ル

業
務
二
服
ス
ル
モ
完
全
ニ
ソ
ノ
費
務
ヲ
果
ス
ノ
用
惹
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

例
ヘ
バ
儒
力
＿章
椋
定
ノ
標
準
ノ
向
上
ヲ
期
シ
テ
努
力
練
習
シ

、
図
防
競

修
業
年
限
短
縮

争
）
が
始
ま
り
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
兵
力
、
労
働
力
の
確
保
が
必
要
と
な

っ

學
徒
タ
ル
者
宜
シ
ク

一
應
フ
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ

學
校
報
國
隊
ノ
諸
活
動
ソ
ノ
他
所
謂
勤
傍
作
業
等
二
際
、
ン
テ
ハ

最
モ
箕
面
目
二
且
ッ
稼
極
的

二
之
二
従
フ
ペ
ク

カ
ク
テ
日
本
全
國
ノ
青
年
ハ
克
ク
一
堕
ト
ナ
リ
テ
邦
家
ノ
負
荷

老
幼
婦
女
ヲ
努
ハ
リ
特
二
車
中
ニ
テ
ハ
之
二
座
席
ヲ
談
リ

ル
ニ
感
謝
卜
尊
敬
ト

ヲ
以
テ
シ

時
下
國
家
ノ
櫃
要
ナ
ル
生
産
二
従
業
セ
ル
ヲ
顧
念
｀
ン
身
ヲ
持
ス

自
ラ
モ
進
ミ
テ
榜
苦
ノ
事
二
営
リ
奉
公
ノ
念
二
徹
ス
ペ
シ
。

例
ヘ
バ
戦
時
下
ノ
學
徒
ク
ル
者
ハ
深
ク
皇
國
ノ
後
勁
タ
ル
ノ
自
登
二
徹

一
般
青
年
ガ
或
ハ
農
耕
二
従
ヒ
或
ハ
工
場
二
働
キ
直
接
戦

シ
ヽ

徒
ト
シ
テ
荀
モ

他

二
累
ヲ
及
ボ
ス
ガ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
ャ
ゥ
注
慈

右
ノ
五
條
ハ
常
二
學
徒
ノ
遵
守
ス
ベ
キ
所
ナ
レ
ド
モ
今
ヤ
瞭
古
ノ
難
局
二
際

會

ン`
畢
國
一
儒
必
勝
ノ
信
念
二
燃
ニ
テ
皇
國
ノ
世
界
史
的
使
命
ノ
逹
成
二
邁

進
ス
ル
秋
、
生
ヲ
聖
代
二
享
ヶ
ク
ル
學
徒
ハ
深
ク
ソ
ノ
貢
務
ヲ
自
覺
、
ン
酷
寒

府
ヲ
刺
ス
北
涵
ノ
暖
野
二
國
橙
ヲ
許
備
｀
ン
炎
熱
鐵
ヲ
熔
カ
ス
南
海
ノ
波
涵
ニ

勇
戦
奮
闘
ス
ル
将
兵
ノ
心
ヲ
以
テ
心
ト

シ
率
先
垂
範
此
ノ
自
戒
五
條
ノ
宜
践

ヲ
期
ス
ベ
シ
。

研
究
科
臨
時
規
則

⑩
 

従
来
は
研
究
科
の
入
学
は
毎
年
度
の
始
め
に
願
い
出
る
規
定
で
あ
っ
た
が
、

学
年
短
縮
に
よ
り
昭
和
十
七
年
九
月
、
学
年
の
半
ば
に
卒
業
し
た
者
は
規
則
第

二
十
五
条
の
規
定
に
拘
ら
ず
卒
業
の
月
ま
た
は
翌
月
に
入
学
を
願
い
出
る
こ
と

⑪
 

昭
和
十
六
年
十
一
月
一
日
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
修
業
年
限
が
十
七
年

度
に
つ

い
て
は
六
カ
月
臨
時
短
縮
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
、
本
校
に
お
い
て
も

十
七
年
度
よ
り
九
月
に
卒
業
式
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
十
六
年
十

二
月
八
日
の
日
本
軍
に
よ
る
哀
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
（
大
東
亜
戦

ス
ベ
シ
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